
実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

評価の理由 　地域の音楽文化の振興という意味で役割を果たしていると考えられる。

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

今後の事業の
方向性

方向性区分 方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

Ⅱ 　区役所１階ロビーの天井改修工事の終了により、会場は区役所を中心とするが、コロナ
対策のため、事前申込制による休日や夜間の開催とする。

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

a.　可能性はない
b.　可能性はある b

評価の理由 　募集方法の見直し（往復はがきから区HPフォーム）等のよる事務改善の余地がある。

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

事業を取り巻く
社会環境の変化

　区内にある多様な音楽資源を活用し、個性と魅力にあふれ愛着が持てるまちづくりを推進するために、音楽を通して区民にゆ
とりと安らぎを提供し、地域の音楽文化の振興を図る必要がある。そのための一環として、区役所等公共施設において、コン
サートを実施する。

事業の見直し・改善内容 ■ 3 年度 □

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか
a.　上がっている
b.　上がっていない b

評価の理由
　各回とも定員を減らしているものの、毎回定員数を超える応募があり、市民から一定の評価を得ていると考えている。また、大
きな花コンサートの来場者数も定員の８割以上の来場があり、成果は順調に上がっている。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載できる

場合は記載

　区役所１階ロビーの天井改修工事に伴い、区役所以外の様々な来場者層が見込める施設での開催や開催時間を変更するな
ど工夫しながら、より多くの区民にゆとりと安らぎの時間を提供すべく、会場を及び動画配信を活用した開催方法の見直しを実
施。

評価項目 評価

必要性

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか
a.　薄れていない
b.　薄れている a

5
回

実績 10 8 4 7
4

成果指
標

花コンサート開催回数
目標 10 10

-
人

実績 300 中止 中止 -

1 -
回

実績 1 1 1 -

目標 1 1

人
実績 663 662 248 -

R03年度 単位

1
成果指
標

大きな花コンサート来場者数
目標 700 700 200 -

数値で把握することが可能
な取組

指標分類 指　標 H30年度 R01年度 R02年度

2
成果指
標

花コンサート　in　ＫＳＰ　来場者数
目標 500 500 150

3
成果指
標

大きな花コンサート開催回数

10

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

取組内容の実績等
228～229回、234回は緊急事態宣言又はまん延防止期間中のとなったため中止とし、後日動画撮影の上、配信を行った。
230～231回はまん延防止期間中であったため、無観客で実施し、動画配信を行った。
232～233回は、まん延防止期間外のため、事前申込み制とし有観客で実施した。

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的
●区民共通の財産である公共施設を、音楽を通してより身近に感じてもらうこと。
●音楽鑑賞機会を設けることにより、区民がゆとりとやすらぎを享受し、高津区に暮らす喜びを持ってもらうこと。
●音楽のまちを推進することにより、区民同士の出会いと交流を促進し、地域文化の向上・活性化に寄与すること。

今年度の事業の
取組内容

●プロなどの音楽家によるコンサートを区役所等にて行う（花コンサート、年５回程度）
●コロナ禍に対応した無観客収録配信の実施等

  実施結果　（Ｄｏ）

一般財源 909 908 891 808 910 601 848 640

その他特財

市債

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

地域の課題と現状

【音楽事業共通】
　区内には多様な音楽資源があり、それらを活用して個性と魅力にあふれ、愛着が持てるまちづくりを推進する必要がある。そこで、音
楽を通して区民にゆとりと安らぎを提供するとともに、地域の音楽文化の振興を図るために、市民と協働して区民ニーズに即したコン
サート等を開催している。

予決算
（単位：千
円）

年度
H30年度 R01年度 R02年度 R03年度

予算額 決算額

601 848 640

財
源
内
訳

国庫支出金

事業費 909 908 891 808 910

　事業の概要

事業の概要

【音楽事業共通】
　区民や地域の多様な主体との協働により、様々な音楽イベントを開催する。
【内容】
　プロなどの音楽家によるコンサートを気軽に楽しめる機会として、区役所等のロビーを活用したコンサートを開催し、本格的なホールで
の音楽鑑賞の機会として、高津市民館大ホールでのコンサートを開催する。令和３年度おいては区役所市民ホールの天井改修工事の
ため,てくのかわさき等でコンサートを開催する。また、これらコンサート開催に向けた企画運営を行う。

実施期間
事業開始年度 事業終了年度

予算中事業 地域資源活用事業費
平成１６年度 ―

高津区音楽のまち推進事業（花コンサート）

担　　当
所属コード 所属名 担当者 連絡先

671700 高津区役所まちづくり推進部地域振興課 仁 861-3133（内64355）

11 01 05 26 05 05

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）
地域課題対応事業　予算コード 地域課題対応事業

予算小事業名称款 項 目 大 中 小
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995

995

年度 □事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

区民音楽祭参加申込団対数

区民音楽祭来場者数

1

2

3

事業の目的

今年度の事業の
取組内容

a

b

必要性
評価の理由

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

2,050 0（無観客） 0（無観客）

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由 　コロナ禍でも発表の機会があることに参加団体アンケートでも多くの団体から喜びの声があった。

　区内の多様な音楽事業を活用し、個性の魅力にあふれ、愛着が持てるまちづくりを推進するために、音楽を通して区民にゆと
りと安らぎを提供するとともに、地域の音楽文化の振興を図る必要がある。

600 600

2,100

目標

実績

目標

実績

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが可能
な取組

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

　引き続き高津市民館がワクチン接種会場により使用できないため、今年度同日開催によ
る音の干渉等の問題点も踏まえ、小黒恵子童謡記念館や溝ノ口劇場などの活用による分
散開催を検討する。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載できる

場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

　参加団体の役割分担や広報の協力など改善を進めていく。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

方向性区分

評価

　コロナ禍であっても昨年を超える参加申込みがあることや多くの動画再生回数があることからニーズは高いと思われる。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

27

　自分たちの活動の場として参加するグループが多いため、ゲスト枠を廃止し、参加団体、来場者皆で歌えるコーナーを作っ
た。→令和３年度は中止

指　標指標分類

■

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671700 64355

所属コード 所属名 担当者 連絡先

高津区役所まちづくり推進部地域振興課 川田

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26

　音楽に造詣の深い地域団体と市民が協力して企画運営を行い、参加する市民音楽グループが企画運営や準備に携わる参
加型音楽イベントを中心とした高津区民音楽祭を開催する。

05 05

地域課題対応事業
予算小事業名称

高津区音楽のまち推進事業（高津区民音楽祭）

事業終了年度

事業の概要

【音楽事業共通】
　区民や地域の多様な主体との共同により、様々な音楽イベントを開催する。
【内容】
　高津区民音楽祭に向けた企画・運営を行い、運営委員会や参加グループミーティングを通じて参加する市民音楽グループ同士の交
流を図り、企画や準備段階から携わる参加型の高津区民音楽祭を開催する。

担　　当

【音楽事業共通】
　区内の多様な音楽事業を活用し、個性の魅力にあふれ、愛着が持てるまちづくりを推進するために、音楽を通して区民にゆとりと安ら
ぎを提供するとともに、地域の音楽文化の振興を図る必要がある。
　また、市民協働で取組む事で、区民ニーズに即したコンサート等を開催するとともに、協働のまちづくりの推進が求められている。

地域の課題と現状

―

事業開始年度

平成2年度
地域資源活用事業実施期間 予算中事業

　事業の概要

決算額

976

　計画　（Ｐｌａｎ）

予算額

予決算
（単位：千
円）

年度

1,145

1,200 1,200

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

高津市民館がワクチン接種会場となったことに伴い、市民プラザの2会場において初の1DAY開催とした。また、新型コロナウィ
ルス感染拡大防止のため、無観客開催とし、関係者のみで収録、後日編集のうえ動画配信をして開催した。
開催日：令和4年1月30日（日）11:00～18:00
会場①：川崎市民プラザ屋内広場●参加グループ：8（3組キャンセル）
会場②：川崎市民プラザふるさと劇場●参加グループ：10（2組キャンセル）

成果指
標

成果指
標

事業費

財
源
内
訳

国庫支出金

市債

R03年度R02年度R01年度H30年度

28 28 28

その他特材

一般財源 1,200

決算額

808

団体

人

38 39 17 23

単位

R02年度

目標

実績

目標

実績

R03年度

予算額

1,200

20

976 808

　地域に芽生えた音楽を通して、音楽を愛する区民同士の交流を深め、その輪を広げるとともに、歴史と伝統に育まれたまち・
高津の音楽文化の発展を図ることを目的とする。

決算額予算額決算額予算額

R01年度H30年度

1,1971,2001,145 1,145

1,1971,2001,145
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970

0

970

年度 □事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

成果指
標

オペラ公演「泣いた赤鬼」来場者
※R3は「ヘンゼルとグレーテル」

こども文化センター等への演奏者派遣

小学生を対象とした打楽器演奏体験

未就学児を対象としたリトミック体験

1

2

3
成果指
標

事業の目的

今年度の事業の
取組内容

b

b

必要性
評価の理由

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

7 7 7

1

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由 　ホールでの音楽鑑賞体験では、コロナ禍にも関わらず定員を大きく超える応募数があり、リピーターも多く見られた。

　子育て世代が増加傾向にある中、個性と魅力にあふれ愛着が持てるまちづくりを推進するための一つの方法として、区内の
多様な音楽資源の活用し、子どもたちに本物の音楽文化に触れる機会を提供するとともに地域の音楽文化の振興を図る必要
がある。

7 7

7

目標

実績

目標

実績

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが可能
な取組

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

　今後も各イベントごとに、来場者アンケートによるニーズ調査を実施し、費用対効果の検
証・見直しをしながら、事業全体でよりよい形を目指していく。（オペラ演目→「泣いた赤鬼」
へ、リトミック体験→コロナ減少傾向月での実施　など）

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載できる

場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

　事業内容の変更及び事務については委員と役割分担等について、検討する余地がある。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

方向性区分

評価

　各種親子向けのイベントでは多くの来場者を得ていることから依然として二ーズは高いと思われる。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

平成 28

　平成27年度より、未就学児を対象に親子リトミック体験会を実施している。
　平成28年度より、年齢層に合わせて４クラスを実施している。

指　標指標分類

■

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671700 64355

所属コード 所属名 担当者 連絡先

高津区役所まちづくり推進部地域振興課 祝田

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26

●身近な場所での音楽体験：こども文化センター等への演奏者派遣　1回×7ヶ所
●ホールでの音楽鑑賞体験：洗足学園音楽大学講師等プロによるオペラ公演の開催　1回（2回公演）
●演奏体験ワークショップ：小学生を対象とした打楽器演奏体験　１回（練習3回＋発表）
●音楽体験を通じた子どもの情操教育：未就学児を対象としたリトミック体験　１回

05 05

地域課題対応事業
予算小事業名称

高津区音楽のまち推進事業費（子どもの音楽文化体験）

事業終了年度

事業の概要

【音楽事業共通】
　区民や地域の多様な主体との協働により、様々な音楽イベントを開催する。
【内容】
　子どもたちが本物の音楽文化に触れる機会を提供することと、これにより音楽文化を生み出す心を育むことを目的に、音楽鑑賞体験
及び演奏体験ワークショップ等を実施する。

担　　当

【音楽事業共通】
　区内には多様な音楽資源があり、それらを活用して個性と魅力にあふれ、愛着が持てるまちづくりを推進する必要がある。そこで、音
楽を通して区民にゆとりと安らぎを提供するとともに、地域の音楽文化の振興を図るために、市民と協働して区民ニーズに即したコン
サート等を開催している。

地域の課題と現状

―

事業開始年度

H18
地域資源活用事業費実施期間 予算中事業

　事業の概要

決算額

1,460

　計画　（Ｐｌａｎ）

予算額

予決算
（単位：千
円）

年度

400

1,251

7 7

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

●ホールでの音楽鑑賞体験：洗足学園音楽大学講師等プロによるオペラ公演の開催　1回
●小学生を対象とした打楽器演奏体験・発表会の実施（練習：3回／発表会：1回）
●身近な場所での音楽体験：こども文化センター等への演奏者派遣　1回×7ヶ所
⇒オペラは開催日に緊急事態宣言等が発令されていたため規模縮小して実施、リトミック教室はコロナの影響で中止。

成果指
標

成果指
標

事業費

財
源
内
訳

国庫支出金

市債

R03年度R02年度R01年度H30年度

1,000 1,000 1,000

その他特材

一般財源

400

1,274

決算額

894

中止

人

回

回

回
1 1 1

1 中止 中止

1 1 1 1

1 1 中止 1

892 787 300 120

単位

R02年度

目標

実績

目標

実績

R03年度

予算額

1,674

400

0

1,460

0

894

●区内の子どもたちに、本物の音楽文化に触れる機会を提供するとともに、子どもの情操教育に寄与すること。
●保護者との共通体験を創出する機会を提供することで、子どもによる将来の音楽文化を生み出す力を育てること。
●区内の音楽資源と区内の市民活動の拠点を活用することで、音楽によるまちづくりに寄与すること。

決算額予算額決算額予算額

R01年度H30年度

1,6321,6931,651 1,651

342

1,290

400

1,293

400

1,251



実施 （直近） 今後実施（令和３年度から）

161

161

年度 ■事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

成果指
標

たちばなファミリーコンサート・年２回の開催（合
計参加人数）

おはよう！歌の広場・全６回の実施（合計参加
人数）

たちばなファミリーコンサート・年２回の開催（満
足度）

おはよう！歌の広場・全１回の実施（ニーズの
調査）

1

2

3
成果指
標

事業の目的

今年度の事業の
取組内容

a

b

必要性
評価の理由

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

1,030 0 34

80

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由
ファミリーコンサートは幅広い年代を対象とした選曲をすることで小さい子からシニア世代まで参加している。歌の広場は参加者
同士が声を掛け合って参加するなど交流の場にもなっている。

新型コロナ感染症拡大防止によるいろいろなとイベントが延期や中止をしている中、身近な地域での小規模なイベントの開催が
望まれている。

1,200 200

1,301

目標

実績

目標

実績

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが可能
な取組

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

４年度の音楽事業も新型コロナ感染症の影響で参加者数を減らして実施せざるを得ない
が、目的達成のために随時内容を見直し実施していく。
ファミリーコンサートは地域振興課と調整し、地域振興課のコンサートをプラザ橘で行うことで
年間の実施回数を確保しながら経費削減にめて実施していく。
歌の広場はリピート率が高くシニア世代の交流の場としても定期的な開催が望まれているた
め実施回数や定員を見直し、継続して事業を実施していく。また、開催が出来ない場合など
は、参加者に向けて広報紙の発行なども計画しプラザ橘から情報を発信をしていく。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載できる

場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

歌の広場もファミリーコンサートも回数や実施方法を見直し、経費削減に繋げていく。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

方向性区分

評価

橘地区にはコンサートホールなどの音楽施設がほとんどないため、身近な場所で本格的な音楽を聴いたり、歌ったりすることの出
来る事業のニーズは薄れていない。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

音楽事業は生涯学習支援課橘地区担当以外にも地域振興課でも行っており、相互に事業内容を精査し、調整したことで「たちば
なファミリーコンサート」の実施回数を２回とした。

指　標指標分類

□

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671750 ７８８－１５３１

所属コード 所属名 担当者 連絡先

まちづくり推進部生涯学習支援課（橘地区担当） 小林

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26

　プラザ橘にて、子どもからシニアの方までが楽しめる「たちばなファミリーコンサート」を年２回開催する。また、「おはよう！歌の
広場」を年６回実施し、シニア層を中心に気軽に集い、歌を通じた交流が図れる場を提供する。

05 05

地域課題対応事業
予算小事業名称

高津区音楽のまち推進事業費（プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業）

事業終了年度

事業の概要

【音楽事業共通】
　区民や地域の多様な主体との協働により、様々な音楽イベントを開催する。
【内容】
　プラザ橘にて、小さい子どもからシニアまで楽しめる「たちばなファミリーコンサート」を年３回開催。また、「おはよう！歌の広場」を年１０
回実施し、シニア層を中心に、気軽に集い、歌を通して交流が図れる場を提供する。

担　　当

【音楽事業共通】
　区内には多様な音楽資源があり、それらを活用して個性と魅力にあふれ、愛着が持てるまちづくりを推進する必要があるが、橘地区に
は音楽に触れる場所がほとんどない。そこで、音楽を通して区民にゆとりと安らぎを提供するとともに、地域の音楽文化の振興を図るため
に、市民と協働して区民ニーズに即したコンサート等を開催している。

地域の課題と現状

―

事業開始年度

平成25年度 地域資源活用事業実施期間 予算中事業

　事業の概要

決算額

0

　計画　（Ｐｌａｎ）

予算額

予決算
（単位：千
円）

年度

290

1,200 1,200

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

新型コロナ感染症拡大防止対策のため「たちばなファミリーコンサート」については、募集人数を減らし事前申込制として、座席指
定で実施した。また「おはよう！歌の広場」については、シニア向けの事業であり、ピアノの演奏に合わせて歌うということから、募
集人数を減らし事前申し込みとして３月に１回の開催となった。しかし、下半期には講師の協力得て参加者に向けての広報紙を２
度発行するなど目的に向けた取組を実施した。

成果指
標

成果指
標

事業費

財
源
内
訳

国庫支出金

市債

R03年度R02年度R01年度H30年度

450 450 400

その他特財

一般財源 290

決算額

109

98

人

人

％

％
80 80 80

98 0 87

80 80 80 80

77 83 0 79

459 302 0 114

単位

R02年度

目標

実績

目標

実績

R03年度

予算額

290

100

0 109

・区民共通の財産である公共施設を、音楽を通してより身近に感じてもらうこと。
・音楽鑑賞機会を設けることにより、区民がゆとりとやすらぎを享受し、高津区（橘地区）に暮らす喜びを持ってもらうこと。
・音楽のまちを推進することにより、橘地区の区民同士の出会いと交流を促進し、地域文化の向上・活性化に寄与すること。

決算額予算額決算額予算額

R01年度H30年度

236290290 290

236290290



実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

650650 650650

予算額決算額予算額

R01年度H30年度

650650650 650

1,500 1,500 中止 中止

単位

R02年度

目標

実績

目標

実績

R03年度

予算額

650

1,500

0 0

　子どもたちに、自然に恵まれた多摩川で多くの仲間との遊びや創作活動を通じて河川愛護、自然環境を守る大切さを理解さ
せるとともに、仲間作りや子ども同士の触れ合いのなかで子どもの健全育成を図ることを目的とする。

決算額 決算額

0

人

　各団体からの推薦者により構成される運営委員会を組織し、運営委員会を主体に催しを企画・運営する。

決算額

0

　計画　（Ｐｌａｎ）

予算額

予決算
（単位：千
円）

500

500

事業の目的

今年度の事業の
取組内容

年度

650

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

令和３年８月２９日開催予定だったが、コロナ禍の長期化に伴い中止となった。令和元年度の台風以降、会場となる河川の水
深の変化や形状の変化に伴い開催も危ぶまれていたことから、中止決定後も次年度以降に向け実行委員会の中心である子ど
も会の役員等と数回にわたり検討会を開催した。また、中止した多摩川河川敷せせらぎと親子広場を会場とした水辺での自然
観察イベント、コマ回し等の懐かしい遊びを自由に遊ばせる空間を、熱中症への懸念からも９月～１１月に開催することを検討
したが、結論には至らなかった。取組内容に対する達成度としては目標を下回っているが次年度につながる１年と考えている。

成果指
標

事業費

財
源
内
訳

国庫支出金

市債

R03年度R02年度R01年度H30年度

1,500 1,500 1,500

その他特材

一般財源

05 10

地域課題対応事業
予算小事業名称

高津区子どもフェア事業

事業終了年度

事業の概要 　区内の主要な地域資源である多摩川の河川敷を会場とし、残された豊かな自然環境を利用した催しを提供する。

担　　当

　都市化が進み、子どもたちが地域の自然とふれあいながら遊べる機会が減るなか、自然とふれあう場を提供する。地域の課題と現状

―

事業開始年度

平成４年
地域資源活用事業費実施期間 予算中事業

　事業の概要

指　標指標分類

□

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671700 64352

所属コード 所属名 担当者 連絡先

まちづくり推進部地域振興課 田鍋

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

都市化や地域コミュニティの希薄化が進む中、多摩川などの自然や地域社会への理解・
愛着を深めることは大切である。地域団体と協力し、事業の執行方法等を工夫・改善しな
がら、世代間交流や地域の自然・社会環境の理解促進を図る機会を、引き続き提供する。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載でき

る場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

より効果的・効果的な執行方法を検討しながら、事業内容等の改善を進める。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

方向性区分

評価

都市化や地域コミュニティの希薄化により、子ども達が地域の自然に触れ合い、地域社会の関心を高める機会を提供する意義
は大きい。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

b

b

必要性
評価の理由

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由 新型コロナウイルス感染拡大防止による高津区子どもフェア中止に伴い、実施成果なし。

都市化や地域コミュニティの希薄化が進む中、地域の自然との触れ合い、子ども達の仲間づくり、地域社会への関心を高める
ことが求められる。

目標

実績

目標

実績

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが可能
な取組

年度 □事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

上記取組内容に
対する達成度 4

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

子どもフェア参加人数1

2

3



実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

評価の理由 「高津 さんの市」の来場者や地域企業からの紹介案件などの引き合いも多かったため。

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

今後の事業の
方向性

方向性区分 方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

Ⅱ 新型コロナウイルスの状況に合わせてイベントの実施方法を検討していく。

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

a.　可能性はない
b.　可能性はある b

評価の理由 委員との役割分担や事務の

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

事業を取り巻く
社会環境の変化

　新型コロナウイルス感染症の影響によりイベントの実施方法の見直しが求められている。

事業の見直し・改善内容 ■ 2 年度 □

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか
a.　上がっている
b.　上がっていない b

評価の理由

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載でき

る場合は記載
　新型コロナウイルスのイベント内容の見直し。

評価項目 評価

必要性

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか
a.　薄れていない
b.　薄れている a

実績
4

目標

200
件

実績 － 130 170 130

実績

目標

回
実績 5 5 1 4

R03年度 単位

1
活動指
標

「高津 さんの市」実施回数
目標 6 6 6 6

数値で把握することが可能
な取組

指標分類 指　標 H30年度 R01年度 R02年度

2
成果指
標

「ステキに映え農フォトコンテスト」投稿数
目標 － 100 150

3

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

取組内容の実績等
　たちばな地区の魅力を発信するファーマーズマーケット「高津 さんの市」を年4回実施した。なお、新型コロナウイルスのまん
延防止以上の措置発令期間中は中止とした。また、ステキに映え農フォトコンテストでは応募数は減少したものの、若者と連
携したフォトツアー新たに実施し、高津区の農ある暮らしのPRを行った。

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的   橘地区における地域資源（都市農業、歴史的資源、緑地、各種活動等）を活用した地域活性化

今年度の事業の
取組内容

●「たちばな農のあるまちづくり」推進会議の開催（年3回）
●たちばな地区の魅力を発信するファーマーズマーケット「高津 さんの市」の久本薬医門公園を活用した定期開催と、区内各
所での「出張さんの市」の開催等
●SNSを活用した情報発信の推進

  実施結果　（Ｄｏ）

一般財源 1,400 1,338 1,400 1,133 1,400 251 1,474 1,052

その他特財

市債

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

地域の課題と現状
　現在、食に関する「地産地消」・「食」について考える「食育」など、社会全体で注目が集まっており、「食」の基盤となる「農」への関心
も高まっている。そのような社会ニーズを踏まえ、高津区の橘地区における「農」の地域資源を活用しながら、地元への愛着や誇りを
育み、「食」と「農」を活かしたまちづくりの推進が求められている。

予決算
（単位：千
円）

年度
H30年度 R01年度 R02年度 R03年度

予算額 決算額

251 1,474 1,052

財
源
内
訳

国庫支出金

事業費 1,400 1,338 1,400 1,133 1,400

　事業の概要

事業の概要

　推進方針を推進するための５つの行動計画を展開実施する。
●農業者と区民が協働し、食と農の地域資源を発見
●地産地消と子どもの食育を結び、次世代に伝える。
●市民パワーによる地域資源の活性化、ネットワーク化の推進
●食と農の交流拠点の場の展開
●戦略的広報の実施

実施期間
事業開始年度 事業終了年度

予算中事業 地域資源活用事業費
平成２１年度 ―

「たちばな農のあるまちづくり」推進事業

担　　当
所属コード 所属名 担当者 連絡先

671700 まちづくり推進部地域振興課 仁 64355

11 01 05 26 05 15

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）
地域課題対応事業　予算コード 地域課題対応事業

予算小事業名称款 項 目 大 中 小



実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

9171,155906

予算額決算額予算額

R01年度H30年度

9171,155915 906

25,000 25,000 22,000 23,000

単位

R02年度

目標

実績

目標

実績

R03年度

予算額

1,140

23,000

895 807

　区民が区に関する基礎的な情報を得て、安心して日常生活を送れるようにする。

決算額

1,140

決算額

807

部

年度

915

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

・ガイドマップの作成　25,000部
・区内公共施設等１７箇所、その他市内４ヶ所に配架。広告掲載１0件（１２枠）

活動指
標

事業費

財
源
内
訳

国庫支出金

市債

R03年度R02年度R01年度H30年度

25,000 25,000 22,000

その他特材

一般財源

　区民意見を反映したガイドマップの作成・配付、効果的な広告募集方法の検討。

05 20

地域課題対応事業
予算小事業名称

高津区総合ガイドマップ作成事業費

事業終了年度

事業の概要
　区民が、区に関する基礎的な情報を身近に得られることで安心して日常生活を送れるよう、区内の地図や公共施設一覧、バス路線
図、防災情報、区役所の電話番号案内などを掲載した総合ガイドマップを作成し、区役所にて転入者全世帯に配布するとともに、区
内各公共施設にて希望する区民に配布する。

担　　当

　区民が安心して日常生活を送れるよう、区に関する基礎的な情報を身近に得られる環境を整える必要がある。地域の課題と現状

―

事業開始年度

H23年度
地域資源活用事業費実施期間 予算中事業

　事業の概要

決算額

895

　計画　（Ｐｌａｎ）

予算額

予決算
（単位：千
円）

　アンケート調査に基づき、従来サイズから小型化した。

指　標指標分類

■

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671700 64356

所属コード 所属名 担当者 連絡先

高津区役所まちづくり推進部地域振興課 祝田

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

　区内施設の変更や掲載情報に関する調査や、市民アンケート等に基づく実現可能な変
更などによる見直しを行う。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載でき

る場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直し
などによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

　前年度の配布部数を検証することによる適正な作成部数の検討を継続して行う。

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

方向性区分

評価

　毎年、地図面や記載情報の更新があるため、ニーズは高いと考えられる。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

平成 27

a

b

必要性
評価の理由

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由 　転入世帯以外にも配布希望があることから一定の成果があったと考えられる。

　区内転入者の増加などに伴い、区に関する基礎的な情報を提供することが引き続き求められている。

目標

実績

目標

実績

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが可能
な取組

1,053

1,053

年度 □事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

ガイドマップの作成1

2

3

事業の目的

今年度の事業の
取組内容



実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

評価の理由
総務省「みんなの公共サイトガイドライン（2016年版）」により、これまで以上に高いレベルでウェブアクセシビリティを確保するこ
とが求められている。

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

今後の事業の
方向性

方向性区分 方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

Ⅱ ふるさとアーカイブの内容の充実を図るとともに、ウェブアクセシビリティの向上に向けて
取り組んでいく。

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

a.　可能性はない
b.　可能性はある b

評価の理由 ふるさとアーカイブのウェブアクセシビリティのさらなる向上に向けて、仕様書等の見直しを行う。

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

事業を取り巻く
社会環境の変化

総務省「みんなの公共サイトガイドライン（2016年版）」により、これまで以上に高いレベルでウェブアクセシビリティを確保するこ
とが求められている。

事業の見直し・改善内容 □ 年度 □

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか
a.　上がっている
b.　上がっていない a

評価の理由
ふるさとアーカイブのホームページについて適正に保守・更新作業を実施し、内容の充実を図るとともに、ＪＩＳ試験を実施して
問題点を把握し、次年度以降の改善に向けて事業を進めている。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載でき

る場合は記載
　総務省「みんなの公共サイトガイドライン」で示された基準を達成するための取組を開始した。

評価項目 評価

必要性

　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか
a.　薄れていない
b.　薄れている a

実績
4

目標

1
式

実績 1 1 1 1

実績

目標

回
実績 1 1 1 1

R03年度 単位

1
活動指
標

ホームページの更新
目標 1 1 1 1

数値で把握することが可能
な取組

指標分類 指　標 H30年度 R01年度 R02年度

2
活動指
標

ウェブアクセシビリティJIS試験に向けた改善
目標 1 1 1

3

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

取組内容の実績等 高津区ふるさとアーカイブホームページについて、ＪＩＳ試験を実施した。※予算は「高津区ふるさとアーカイブ事業費」にてweb
運用保守・更新作業と併せて実施した。

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 　さまざまな媒体を通じて、区政情報を広く区民に届けることを目的とする。

今年度の事業の
取組内容

(1)ホームページの一部について、専門的技術による作成やメンテナンスが必要な部分の更新作業を行う。
(2)対象となる外部サイトについて、ウェブアクセシビリティ向上にむけた取組を行う。

  実施結果　（Ｄｏ）

一般財源 1,379 1,256 861 209 559 439 719 498

その他特財

市債

209 559

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

地域の課題と現状 　多様化する生活様式のなかで、一人でも多くの区民に適切な情報を伝達できるよう配慮する必要がある。

予決算
（単位：千
円）

年度
H30年度 R01年度 R02年度 R03年度

予算額 決算額

439 719 498

財
源
内
訳

国庫支出金

事業費 1,379 1,256 861

　事業の概要

事業の概要
高津区の区政情報を広く区民に周知するため、市政だよりなどの紙媒体だけでなく、インターネットなどさまざまな広報媒体を活用して、
効果的な情報発信を行う。ホームページの一部については、専門的技術による作成やメンテナンスが必要な部分の更新作業を委託す
る。

実施期間
事業開始年度 事業終了年度

予算中事業 地域資源活用事業費
平成21年度 ―

高津区区政情報発信事業費

担　　当
所属コード 所属名 担当者 連絡先

671650 まちづくり推進部企画課 越智 64121

11 01 05 26 05 25

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）
地域課題対応事業　予算コード 地域課題対応事業

予算小事業名称款 項 目 大 中 小



実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）
地域課題対応事業　予算コード 地域課題対応事業

予算小事業名称款 項 目 大 中 小

二ヶ領用水久地円筒分水修景施設管理運営事業

担　　当
所属コード 所属名 担当者 連絡先

671700 まちづくり推進部地域振興課 大北 64351

11 01 05 26 05 30

　事業の概要

事業の概要
  円筒分水修景施設の軽易な清掃や植栽の手入れ、日常的な点検等について、地域住民を中心として組織された管理運営組織（久地
円筒分水サポートクラブ）の活動を支援する。また、植栽の剪定など専門的な業務については、道路公園センターと連携を図りながら、
専門業者に委託して実施する。

実施期間
事業開始年度 事業終了年度

予算中事業 地域資源活用事業
平成22年度 ―

地域の課題と現状
　高津区久地に位置する二ヶ領用水久地円筒分水は、川崎市初の国登録有形文化財（建造物）であり、区のシンボル的な存在である。
そこで、平成21年度までに整備を行った円筒分水周辺の修景施設について、区の観光資源として、また、区民の憩いの場として、区民
と協働で良好な状態に保つとともに、地域コミュニティの場としてさらに活用し、地域の魅力づくりを進めていく。

予決算
（単位：千
円）

年度
H30年度 R01年度 R02年度 R03年度

予算額 決算額

614 1,049 865

財
源
内
訳

国庫支出金

事業費 534 453 510 480 813

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

市債

その他特財

一般財源 534 453 510 480 813 614 1,049 865

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

取組内容の実績等

・サポートクラブとの協働による美化清掃活動等を実施（新型コロナウイルスの影響により活動回数減少）
・美化活動体験イベントの中止（新型コロナウイルスの影響）
・大学生ボランティアの受け入れの中止（新型コロナウイルスの影響）
・高津小学校４年生への円筒分水説明会を実施（クラスごとで実施）
・広場部分における芝生の張替を実施
・ホームページを活用した広報により３名の会員が新規加入

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的
　平成21年度までに整備を行った円筒分水周辺の修景施設について、区の観光資源として、また、区民の憩いの場として、引
き続き区民と協働で良好な状態に保つ。

今年度の事業の
取組内容

（１）サポートクラブとの協働により、月１～2回、1時間程度の美化清掃活動等を実施する
（２）サポートクラブのメンバー増員を目的に、一般区民を対象とした体験イベントの開催等を実施する
（３）維持管理に係る専門的な業務について、道路公園センターと連携を図りながら専門業者に委託して実施する

  実施結果　（Ｄｏ）

数値で把握することが可能
な取組

指標分類 指　標 H30年度 R01年度 R02年度

2
活動指
標

一般区民を対象として体験イベントの開催
目標 1 1 1

3

実績 17 17 12 12

R03年度 単位

1
活動指
標

サポートクラブとの協働による美化清掃活動
目標 17 17 17 17

1

実績 1 1 0 0

実績

目標

実績
4

目標

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

事業を取り巻く
社会環境の変化

　サポートクラブメンバーの高齢化が進んできている。

事業の見直し・改善内容 ■ 28 年度 □

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか
a.　上がっている
b.　上がっていない a

評価の理由
　サポートクラブとの協働により効率的かつ効果的に広場を維持管理するとともに、サポートクラブホームページを通して魅力を
発信するなど、一定の成果があったと考えられる。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載できる

場合は記載

　平成28年度からサポートクラブの自主的な活動として、市公園緑地協会の助成金を活用した花植えプロジェクトをスタートする
とともに、サポートクラブの新たなメンバーの確保を目的として、一般区民を対象とした美化活動体験イベントを開催している。

評価項目 評価

必要性

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか
a.　薄れていない
b.　薄れている a

評価の理由
　高津区役所が区のシンボルとして河川占用している広場を適切に維持管理していくためには、引き続き区民との協働により効
率的に事業を推進する必要がある。

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

今後の事業の
方向性

方向性区分 方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

Ⅰ
　今後もサポートクラブとの協働により広場を適切に維持管理するとともに、サポートクラブ
がより自立的に活動できるような支援手法を引き続き検討していく。また、専門的な維持管
理については道路公園センターと協議しながら効率的かつ効果的な手法を検討していく。

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

a.　可能性はない
b.　可能性はある b

評価の理由
　サポートクラブがより自立的に活動できるような支援手法を引き続き検討するとともに、専門的な維持管理については道路公
園センターと協議を行いながら効率的かつ効果的な手法を検討していく。



実施 （直近） 今後実施（　R4　年度から）

評価の理由 　地域の歴史や文化の魅力を再発見し、区民自らが次世代へ引き継ぐ取り組みが必要と考える。

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

今後の事業の
方向性

方向性区分 方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

Ⅱ 　文化振興事業として歴史的要素だけでなく幅広い文化的要素を取り入れて事業展開し
ていく必要があると考えれられる。

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直し
などによる事務改善の可能性がある。

a.　可能性はない
b.　可能性はある b

評価の理由
　事業内容の見直しとそれに伴う予算の執行方法の再考を行うことで、幅広い文化振興事業の展開を効率よく行うことが可
能になると考える。

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

事業を取り巻く
社会環境の変化

　ガイド養成講座の参加やガイドツアー申込状況を見ると、高津区内の歴史的・文化資源に対して、多くの方々が興味をもっ
ているのが分かる。

事業の見直し・改善内容 □ 年度 ■

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか
a.　上がっている
b.　上がっていない a

評価の理由 　ガイド養成講座の参加状況やガイドツアーの申込状況より、地域の歴史や文化への興味と熱意が感じられる。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載でき

る場合は記載
　文化振興事業として歴史的要素だけでなく幅広い文化的要素を取り入れて事業展開していく必要があると考えれられる。

評価項目 評価

必要性

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか
a.　薄れていない
b.　薄れている a

7
回

実績 12 12 3 5
4

活動指
標

ボランティアへのガイド研修の実施（回数）
目標 12 12

40
人

実績 75 20 中止 中止

80 80
％

実績 92 80 中止 中止

目標 80 80

回
実績 3 1 中止 中止

R03年度 単位

1
活動指
標

高津のさんぽみちガイド事業の実施（回数）
目標 3 2 2 2

数値で把握することが可能
な取組

指標分類 指　標 H30年度 R01年度 R02年度

2
成果指
標

高津のさんぽみちガイド事業の実施（参加者
数）

目標 60 60 40

3
活動指
標

高津のさんぽみちガイド事業の実施（満足度）

12

上記取組内容に
対する達成度 4

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

取組内容の実績等

・ボランティアガイドスキルアップ研修：5/28～3/18（7回）
・新規ガイドボランティア養成講座：10/29～2/18（全7回計画）※5回目、6回目は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため
中止・高津のさんぽみちガイドツアー：「子母口・千年コース」2/4、「二子・諏訪・北見方コース」2/25※新型コロナウィルス感
染拡大防止のため中止

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 　高津区内の歴史的・文化的資源を活用し、区民が愛着と誇りを持てるまちづくりを推進する。

今年度の事業の
取組内容

　区民ボランティアガイドによる「高津のさんぽみちガイドツアー」を実施する。併せて、他事業との連携による事業の調整、実
施を行う。令和2年度に途中で中止になった新規ガイドボランティア養成講座を前回参加者及び新規で募集して実施する。

  実施結果　（Ｄｏ）

一般財源 238 236 247 239 446 95 378 254

その他特財 9 9 9 4 9 4 9 1

市債

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

地域の課題と現状
　高津区には、大山街道や市内初の国史跡橘樹官衙遺跡群等、多くの歴史的・文化的資源が存在する。
　宅地化の進展等による人口増加傾向、転入者に占める子育て世代の割合の高さ、高い出生数等を踏まえ、まちの魅力、歴史や文
化についての再認識を進め、次代に引き継ぐ取組を進める必要がある。

予決算
（単位：千
円）

年度
H30年度 R01年度 R02年度 R03年度

予算額 決算額

95 378 254

財
源
内
訳

国庫支出金

事業費 247 245 247 239 446

　事業の概要

事業の概要 　高津区内の歴史的・文化的資源を中心に、区民が地域の魅力を再認識する機会を提供するとともに、その魅力を自ら発信する
ボランティアガイドを養成することで、ふるさと意識の醸成と文化都市・高津の創造を推進する。

実施期間
事業開始年度 事業終了年度

予算中事業 地域資源活用事業費平成２１年度 ―

高津区文化振興事業

担　　当
所属コード 所属名 担当者 連絡先

671750 生涯学習支援課 髙橋 814-7603

11 01 05 26 05 35

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）
地域課題対応事業　予算コード 地域課題対応事業

予算小事業名称款 項 目 大 中 小



実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

1,4142,0001,933

予算額決算額予算額

H31年度H30年度

1,4142,0002,000 1,933

3 2 0 0

単位

R2年度

目標

実績

目標

実績

R3年度

予算額

2,000

2

746 1,660

・ＡＦの継続的な開催を通じて地域コミニティの活性化を図るとともに、ＡＦの自立的な運営体制を確保する。
・大山街道沿道の施設や大山街道が通る他都市など周辺資源との連携により、回遊性ある魅力的なまちづくりを実現する。

決算額

2,000

決算額

1,660

回

人

人
450 450 450

700 中止 500

年度

2,000

20 20

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

　一昨年に掲げた「食」をテーマとした事業実施がコロナの影響で困難となる中、行政×市民企画型のプロジェクトを企画・実施
する街づくりのための地域共創プラットフォームとして新たな提案制度「まちの企画室」を発足。3月27日には経済労働局事業と
の連携によるPRイベントも実施した。今後は、この制度を通じて地域を盛り上げと地域活性化に向けた未来の担い手と主体的
に関わる関係人口を増やすことを目指していく。

活動指
標

成果指
標

事業費

財
源
内
訳

国庫支出金

市債

R03年度R02年度R01年度H30年度

3 3 2

その他特材

一般財源

・ＡＦを企画、開催する（年2～3回）
・大山街道ふるさと館の多目的利活用や新住民の参加促進に係るイベント等を企画・開催する。
・沿道他地域と連携したイベントを企画・実施する。

05 40

地域課題対応事業
予算小事業名称

大山街道周辺整備活性化事業

事業終了年度

事業の概要
　大山街道のまちづくりに関心を持つ人が増えるよう、魅力的な空間創造と計画的かつ総合的な地域活性化のための取組を、高津大
山街道及びその周辺に残っている歴史的・文化的な地域資源を保全・活用するため策定した高津大山街道マスタープランに基づき、大
山街道アクションフォーラム（以下「ＡＦ」と表記）を中心に進める。

担　　当

　大山街道を核とした具体的な地域活性化策の実施及び歴史的な資源を生かした環境整備を通じ、交流人口を増加させ、商店街やコ
ミュニティを活性化させることが課題である。

地域の課題と現状

―

事業開始年度

平成21年度
地域資源活用事業実施期間 予算中事業

　事業の概要

決算額

746

　計画　（Ｐｌａｎ）

予算額

予決算
（単位：千
円）

　以前はコンサルタントに事業を委託していたが、現在は沿道の住民や企業などで組織されている「大山街道アクションフォーラ
ム運営委員会」でイベントなどを企画・運営をしており、住民のニーズにあったイベントを住民の協力の下行われるようになっ
た。

指　標指標分類

■

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）

671700 64356

所属コード 所属名 担当者 連絡先

まちづくり推進部地域振興課 祝田

地域課題対応事業　予算コード

款 項 目 大 中 小

11 01 05 26

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

　新提案制度「まちの企画室」を通じて、さらなる地域活性化と運営委員会の新たな仲間や
主体的に関わる関係人口の創出を目指す。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載できる

場合は記載

今後の事業の
方向性 Ⅱ

方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直しな
どによる事務改善の可能性がある。

評価の理由

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

　新提案制度「まちの企画室」制度運営チームや公募ボランティアスタッフとの連携により、事務の効率化を図る

a.　上がっている
b.　上がっていない

a.　薄れていない
b.　薄れている

a.　可能性はない
b.　可能性はある

a

方向性区分

評価

　大山の文化的価値が再認識されており、事業に対するニーズは高まっている。
　また、人口の増加に伴い、交流の活性化が求められている。

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか

評価項目

25

b

b

必要性
評価の理由

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

取組内容の実績等

41 30 中止

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか

評価の理由
　コロナ等の影響もあり、現指標の実績は上がっていないが、新提案制度による大山街道周辺地域の盛り上げ、地域活性化に
向けた新たな担い手の創出が期待できる。

　平成28年に伊勢原市で「大山詣」が日本文化遺産に認定されるなど、大山街道は注目を集めている。
その大山街道を核とした具体的な地域活性化策の実施及び歴史的な資源を生かした環境整備を通じ、交流人口を増加させ、
商店街やコミュニティを活性化させることが求められている。

20 20

43

目標

実績

目標

実績

事業を取り巻く
社会環境の変化

数値で把握することが可能
な取組

1,682

1,682

年度 □事業の見直し・改善内容

4

  実施結果　（Ｄｏ）

上記取組内容に
対する達成度 4

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

大山街道アクションフォーラム
（開催回数）

世田谷・高津ウォーキング
（参加人数）

二子の渡し
（参加人数）

1

2

3
成果指
標

事業の目的

今年度の事業の
取組内容



実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

評価の理由
　東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて進められた公共サインの多言語化等、社会環境の変化に応じた継続的な
見直しが必要であり、事業のニーズは高いと考えられる。

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

今後の事業の
方向性

方向性区分 方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

Ⅱ
　「高津のさんぽみち」については、増刷時に時点修正を加えることが求められる。また、
公共サインにおける広告掲載事業の実施を継続するが、事業の拡大等の更なる検討を
進めていく。

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直し
などによる事務改善の可能性がある。

a.　可能性はない
b.　可能性はある a

評価の理由
　公共サインの改善については、広告掲載事業社会実験の効果等を検証し、本格実施を実施している。今後は、当該事業の
区内他地区への拡大等に向けて検討を進める。

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

事業を取り巻く
社会環境の変化

　公有財産の有効活用による公共サインの持続可能な維持管理の取組が全国的に進んできている。
　東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けた進んだ公共サインの多言語化について継続的な取組みが求められる。

事業の見直し・改善内容 ■ 年度 □

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか
a.　上がっている
b.　上がっていない a

評価の理由
　高津のさんぽみちは他事業のイベント等で利用されるなど、成果は上がっていると考えられる。また、公共サインの改善に
ついても、財源を独自に確保することで安定して進めることができている。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載でき

る場合は記載

平成28年度に設置された溝口駅南口広場総合案内板への民間広告掲載事業を社会実験として実施し、有効な手法と判断
できたため、本格実施。広告事業者の負担による当該案内板の維持管理を安定的に行うとともに、広告掲載料を区内既存
公共サインの維持管理費用に充当する。また、他の公共サインにも同様の手法が適用できるかどうか検討。

評価項目 評価

必要性

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか
a.　薄れていない
b.　薄れている a

実績
4

目標

1
箇所

実績 1 1 1 2

実績

目標

回
実績 1 0 1 0

R03年度 単位

1
活動指
標

高津のさんぽみちウォーキングイベントの開
催

目標 1 1 1 1

数値で把握することが可能
な取組

指標分類 指　標 H30年度 R01年度 R02年度

2
成果指
標

既存公共サインの改善
目標 1 1 1

3

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

取組内容の実績等
　コロナ禍によりウォーキングイベントの実施は見送られたが、「高津のさんぽみち総合ガイドマップ」を作成し、区内のコース
の位置をひとつのマップ上に示すことにより、さんぽみちの利用促進に資することができた。また、溝口駅南口広場に２か所
ある総合案内板について、一部の表示を最新の情報に更新した。

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 区内の歴史・文化・自然などの地域資源のネットワーク化を図り、回遊性のある魅力的なまちづくりを推進する。

今年度の事業の
取組内容

・高津のさんぽみちウォーキングイベントの開催
・高津のさんぽみち既存案内板の表示内容の更新
・溝口駅南口広場総合案内板への広告掲載事業の推進

  実施結果　（Ｄｏ）

一般財源 2,650 2,564 2,336 1,885 615 7 2,137 787

その他特財 388 388 388 392 396 396 396 396

市債

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

地域の課題と現状

　高津区の歴史・文化・自然などの地域資源を結ぶ既存の高津のさんぽみち（6コース）については、案内がない、経路が複雑、詳細
なガイドマップがない等といった問題がから、案内表示の整備が課題であった。
　溝口駅南口広場整備にあわせて総合案内板が新たに整備される一方で、既存公共サインは表示内容が古い、デザインが統一さ
れていない等の課題がある。

予決算
（単位：千
円）

年度
H30年度 R01年度 R02年度 R03年度

予算額 決算額

403 2,533 1,183

財
源
内
訳

国庫支出金

事業費 3,038 2,952 2,724 2,277 1,011

　事業の概要

事業の概要
　区内の地域資源を活かした魅力的なまちづくりを推進するため、平成23年度策定の「高津区公共サイン整備指針」に基づき、高津
のさんぽみちのサイン整備及びガイドマップの制作を行う。また、広告収入を活用した維持管理手法の社会実験を推進しながら、区
内の既存サインの改善を進める。

実施期間
事業開始年度 事業終了年度

予算中事業 地域資源活用事業
平成23年度 ―

高津区地域資源ネットワーク事業費

担　　当
所属コード 所属名 担当者 連絡先

671650 まちづくり推進部企画課 大泉 64123

11 01 05 26 05 45

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）
地域課題対応事業　予算コード 地域課題対応事業

予算小事業名称款 項 目 大 中 小



実施 （直近） 今後実施（　　　　年度から）

令和３年度　地域課題対応事業評価シート（高津区）
地域課題対応事業　予算コード 地域課題対応事業

予算小事業名称款 項 目 大 中 小

高津区ふるさとアーカイブ事業費

担　　当
所属コード 所属名 担当者 連絡先

671650 まちづくり推進部企画課 大泉 64123

11 01 05 26 05 45

　事業の概要

事業の概要
　高津のまちに関する資料（写真・刊行物等）の包括的な収集・整理・蓄積・保存・活用のあり方を定めた「高津区ふるさとアーカイブ
基本構想」に基づき、高津区全体の社会的資産としてそれらの資料の活用を図り、ふるさと意識や地域アイデンティティの醸成、地域
ブランディングを進める。

実施期間
事業開始年度 事業終了年度

予算中事業 地域資源活用事業費
平成24年度 ―

地域の課題と現状
　高津のまちに関する各種資料が、年々地域から消えつつある。それらの散逸する資料を高津区全体の社会的資産と捉え、収集・
整理・保存するとともに、市民・各種団体・行政等さまざまな主体が活用することが求められている。

予決算
（単位：千
円）

年度
H30年度 R01年度 R02年度 R03年度

予算額 決算額

1,003 509 410

財
源
内
訳

国庫支出金

事業費 2,360 1,599 2,542 1,634 2,502

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

市債

その他特財 43 22 46 30 38 18 16 13

一般財源 2,317 1,577 2,496 1,604 2,464 985 410 397

上記取組内容に
対する達成度 3

　１．目標を大きく上回って達成
　２．目標を上回って達成
　３．ほぼ目標どおり

４．目標を下回った
５．目標を大きく下回った

取組内容の実績等

(1)デジタルアーカイブ及びWEBサイトを運用を継続実施
(2)コロナ禍による人流制限により実施見送り
(3)区制40周年記念誌を19冊販売
(4)大山街道ふるさと館にて古写真等を活用した写真展を開催
(5)区政50周年記念事業における古写真等の活用に関する検討

　計画　（Ｐｌａｎ）

事業の目的 　デジタルアーカイブ及びＷＥＢサイトを運用し、高津区の写真を継続的に収集・保存するとともに、収集した写真の公開・活
用を促進する。

今年度の事業の
取組内容

（1）デジタルアーカイブ及びＷＥＢサイトの運用、（2）古写真を活用したワークショップ等の開催、
（3）平成２４年度に発行した区制４０周年記念誌の販売、（4）写真展の開催

  実施結果　（Ｄｏ）

数値で把握することが可能
な取組

指標分類 指　標 H30年度 R01年度 R02年度

2
活動指
標

記念誌の販売
目標 50 30 30

3
活動指
標

おはなしアーカイブを活用したイベントの実施

1

回
実績 1 1 1 0

R03年度 単位

1
活動指
標

ワークショップの開催
目標 1 1 1 1

30
冊

実績 27 36 22 19

回
実績 1

目標 1

1
回

実績 2 3 1 1
4

活動指
標

写真展の開催
目標 2 2

  評価　（Ｃｈｅｃｋ）

事業を取り巻く
社会環境の変化

　高津のまちに関する各種資料が年々地域から消えつつあり、古写真等、過去の高津を記録した資料及びそれを残し、公開
していく仕組みはますます重要度が高くなってい。

事業の見直し・改善内容 ■ 年度 □

有効性

　活動結果（活動指標等）に対し事業の成果（成果指標等）は順調に上がっているか
a.　上がっている
b.　上がっていない a

評価の理由
　ふるさとアーカイブに保存されている資料は各種団体の出版物や地域を紹介する番組等で活用されており、区民のふるさ
と意識醸成に大いに資することができたと考えられる。

具体的な見直し・改善内容
※過去に見直した履歴も記載でき

る場合は記載

　スマートフォンアプリ「たかつぶらり」の機能・内容をふるさとアーカイブＨＰへ移行させ、より多くの人が「たかつぶらり」の機
能・内容を活用できるよう改善を行った。

評価項目 評価

必要性

　　事業を取り巻く社会環境の変化等により、事業に対するニーズが薄れていないか
a.　薄れていない
b.　薄れている a

評価の理由
　高津のまちに関する各種資料が年々地域から消えつつあり、それらの散逸する資料を収集・整理・保存・活用することが求
められている。

  改善　（Ａｃｔｉｏｎ）

今後の事業の
方向性

方向性区分 方向性 実施結果（Ｄｏ）や評価（Ｃｈｅｃｋ）を踏まえた今後の方向性

Ⅰ．現状のまま継続
Ⅱ．見直し・改善のうえ継続
Ⅲ．事業終了

Ⅱ
古写真等、ふるさとアーカイブ内の資料利用申込みは堅調で、メディア等の利用や写真
展を通して高津区の歴史が幅広く周知され区民のふるさと意識醸成に貢献できたことか
ら、資料の収集、展示、使用許可については継続実施する。まち歩き形式のイベントは
感染症予防の観点から開催を見送ったが、令和４年度からは類似のイベントを実施して
いる地域資源ネットワーク事業内のイベントとの統合を図る。

効率性

　事業の成果を維持しながら、役割分担、契約方法、仕様の見直しなどによる経費削減や事務手続きの見直し
などによる事務改善の可能性がある。

a.　可能性はない
b.　可能性はある b

評価の理由
　高津区の歴史やアーカイブに関する知識を持つ市民団体等との協働・連携を進めたり、写真展やイベント等の業務につい
て内容を精査して委託をすることで、事業をより効果的・効率的に進めることができる可能性がある。


